
10

20

JP 7602710 B2 2024.12.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7602710号

(P7602710)
(24)登録日　令和6年12月11日(2024.12.11)(45)発行日　令和6年12月19日(2024.12.19)

(54)【発明の名称】　角質削り具

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｂ 17/54 (2006.01)
　   Ａ４７Ｋ 7/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｂ 17/54 　　　　 　　　
　Ａ４７Ｋ 7/02 　　　Ｚ 　　　

(21)出願番号　 特願2022-79092(P2022-79092)
(22)出願日　 令和4年4月20日(2022.4.20)
(65)公開番号　 特開2023-159838(P2023-159838 

A)
(43)公開日　 令和5年11月1日(2023.11.1)

審査請求日　 令和5年11月14日(2023.11.14)

(73)特許権者　 317000821
株式会社カスタム・クール・センター
長野県上伊那郡辰野町大字平出１１９８ 
－１

(72)発明者　 熊谷  政晴
長野県上伊那郡辰野町大字平出１１９８ 
－１  株式会社カスタム・クール・セン 
ター内

審査官　 鈴木  敏史

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 金 属 板 の 表 面 に 複 数 の 突 堤 刃 が 形 成 さ れ た 角 質 削 り 具 で あ っ て 、
　 前 記 突 堤 刃 は 、 先 端 を 一 方 向 に 向 け た 所 定 の 高 さ を 有 す る 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 の 間 に 、  
先 端 を 他 方 向 に 向 け た 前 記 順 方 向 突 堤 刃 よ り 高 さ の 低 い 鋸 歯 状 に 形 成 し た 小 寸 突 堤 刃 を 突  
出 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 角 質 削 り 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 板 の 表 面 に 、 多 数 の 突 起 刃 を 形 成 し た 角 質 削 り 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ヒ ト の 踵 、 肘 な ど に 生 じ る 角 質 層 を 除 去 す る 用 具 と し て 、 軽 石 、 顆 粒 状 の セ ラ ミ  
ッ ク を 成 型 し た 商 品 、 あ る い は 、 薄 い ス テ ン レ ス の 板 に 突 起 物 を 設 け た 商 品 が 使 用 さ れ て  
い た 。 ま た 、 特 開 平 １ １ － ２ ２ ５ ９ １ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 、 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ３ １  
０ ３ １ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 示 さ れ た よ う に 、 板 に 切 削 孔 が 穿 設 さ れ た 角 質 取 り 用 具 が  
知 ら れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】

請求項の数　1　（全8頁）



10

20

30

40

50

JP 7602710 B2 2024.12.19(2)

【 文 献 】 　 特 開 平 １ １ － ２ ２ ５ ９ １ ５ 号 公 報
【 文 献 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ ３ １ ０ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 開 示 さ れ て い る 角 質 取 り 用 具 は 、 金 属 製 の 板 に 孔 を 穿 設 し 、 孔  
の 円 周 の 角 で 角 質 を 削 り 取 る よ う に し て い る 。 し か し な が ら 、 孔 の 内 径 が 小 さ い こ と か ら  
、 孔 に 落 ち 込 む 角 質 が 僅 か な こ と か ら 、 削 り 取 ろ う と す る 角 質 が 少 量 で あ り 、 多 く の 時 間  
を 要 す る 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 角 質 を 削 り 取 る 孔 の 内 径 の 角 部 は ほ ぼ 直 角 に 形 成 さ れ て い  
る こ と か ら 、 角 質 が 十 分 に 削 り 取 る こ と が で き ず 、 し か も 角 質 を 孔 に 落 ち 込 ま せ る た め に  
強 く 押 し 当 て る 必 要 が あ る た め 、 疲 労 感 が 増 大 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 金 属 板 の 表 面 に 形 成 し た 多 数 の 突 起 刃 に よ っ て 、 角  
質 を 簡 易 か つ 効 率 良 く 削 り 取 る こ と が で き る 角 質 削 り 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 金 属 板 の 表 面 に 複 数 の 突 堤 刃 が 形  
成 さ れ た 角 質 削 り 具 で あ っ て 、 前 記 突 堤 刃 は 、 先 端 を 一 方 向 に 向 け た 所 定 の 高 さ を 有 す る  
複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 の 間 に 、 先 端 を 他 方 向 に 向 け た 前 記 順 方 向 突 堤 刃 よ り 高 さ の 低 い 鋸 歯  
状 に 形 成 し た 小 寸 突 堤 刃 を 突 出 形 成 し た こ と を 要 旨 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 突 堤 刃 が 、 先 端 を 一 方 向 に 向 け た 所 定 の 高 さ を 有 す る 複 数 の 順 方 向 突  
堤 刃 の 間 に 、 先 端 を 他 方 向 に 向 け た 順 方 向 突 堤 刃 よ り 高 さ の 低 い 鋸 歯 状 に 形 成 し た 小 寸 突  
堤 刃 を 突 出 形 成 す る こ と に よ り 、 角 質 削 り 具 を 順 方 向 に 移 動 し た と き は 、 所 定 荒 削 り 状 態  
で 角 質 を 効 率 良 く 削 り 取 る こ と が で き る 。 ま た 、 角 質 削 り 具 を 逆 方 向 に 移 動 し た と き は 、  
小 寸 突 堤 刃 に よ っ て 角 質 が 少 な く 削 り 取 ら れ る の で 、 仕 上 げ 用 と し て ２ 通 り の 使 い 方 が で  
き る 。 さ ら に 、 角 質 削 り 具 を 使 用 す る と き 、 通 常 の 場 合 、 逆 方 向 に 移 動 す る と ビ ビ り 現 象  
が 生 ず る こ と が あ る が 、 こ の と き 、 小 寸 突 堤 刃 に よ っ て 削 り 取 り 量 が 小 さ い の で 、 ビ ビ り  
現 象 を 抑 制 す る こ と が で き 、 使 用 感 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】   本 発 明 に よ る 角 質 削 り 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】   角 質 削 り 具 に 形 成 さ れ た 突 堤 刃 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】   角 質 削 り 具 に 形 成 さ れ た 順 方 向 突 堤 刃 と 小 寸 突 堤 刃 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】   （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 突 堤 刃 の 形 成 工 程 を 示 す 工 程 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】   （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 角 質 削 り 具 に よ り 踵 の 角 質 を 削 り 取 る 状 態 を 示 し た 説 明 図 で  
あ る 。
【 図 ６ 】   （ Ａ ） （ Ｂ ） は 、 本 発 明 に よ る 角 質 削 り 具 の 他 の 実 施 例 を 示 す 一 部 断 面 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 金 属 板 の 表 面 に 複 数 の 突 堤 刃 が 形 成 さ れ た 角 質 削 り 具 は 、 前 記 突 堤 刃 は 、 先 端 を 一 方 向  
に 向 け た 所 定 の 高 さ を 有 す る 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 の 間 に 、 先 端 を 他 方 向 に 向 け た 前 記 順 方  
向 突 堤 刃 よ り 高 さ の 低 い 鋸 歯 状 に 形 成 し た 小 寸 突 堤 刃 を 突 出 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 角 質 削 り 具 に つ い て 、 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 角 質 削  
り 具 １ を 示 し 、 こ の 角 質 削 り 具 １ に 使 用 さ れ る 金 属 板 ２ は 、 ス テ ン レ ス 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ  
ム が 使 用 さ れ る 。 こ の 金 属 板 ２ は 長 方 形 に 形 成 さ れ 、 板 厚 は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ か ら ２ ． ０ ｍ ｍ  
と す る こ と が 好 ま し く 、 こ れ ら の 金 属 板 ２ に は 鍍 金 を 施 し た も の で も 良 い 。 さ ら に 、 角 質  
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削 り 具 １ １ は 、 使 用 者 の 使 い 勝 手 を 考 慮 し た 形 状 に 形 成 さ れ 、 長 手 方 向 の 一 端 側 に は 把 持  
部 １ ａ 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 把 持 部 １ ａ を 除 く 金 属 板 ２ の 表 面 に は 、 複 数 の 突 堤 刃 ３  
が 等 間 隔 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 突 堤 刃 ３ は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 金 属 板 ２ の 表 面 に 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ と 小 寸 突  
堤 刃 ３ ｂ が 長 手 方 向 と 直 行 す る 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 順 方 向 突 堤 刃  
３ ａ の 高 さ Ｈ １ は 、 金 属 板 ２ 表 面 か ら 概 ね ０ ． ２ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ５ ｍ ｍ の 所 定 の 高 さ に 形 成  
さ れ て い る 。 こ の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ は 鋸 歯 状 に 形 成 さ れ 、 先 端 が 図 示 左 方 の 一 方 向 に 向 け  
ら れ て い る 。 一 方 、 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ は 、 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 高 さ Ｈ １ よ り も 低 い 高 さ Ｈ ２ に  
形 成 さ れ 、 金 属 板 ２ 表 面 か ら 概 ね ０ ． １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ４ ｍ ｍ の 所 定 の 高 さ に 形 成 さ れ て い  
る 。 こ の 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ も 鋸 歯 状 に 形 成 さ れ 、 先 端 が 図 示 右 方 に 向 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ ら の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ と 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ は 、 図 ４ に 示 す 工 程 に よ っ て 形 成 さ れ る 。  
角 質 削 り 具 １ の 母 材 と な る 金 属 板 ２ は 、 ス テ ン レ ス 、 銅 、 ア ル マ イ ト 処 理 を 施 し た ア ル ミ  
ニ ウ ム か ら 選 択 さ れ る 。 金 属 板 ２ の 板 厚 は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ か ら ２ ． ０ ｍ ｍ の 適 宜 の 板 厚 と し  
て い る 。 金 属 板 ２ は 、 図 示 し な い 加 工 装 置 に 載 置 さ れ る 。 そ の 後 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 掘  
り 起 こ し 工 具 ５ に よ り 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ を 等 間 隔 に 起 立 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 掘 り 起 こ し 工 具 ５ は 、 底 面 側 の 先 端 に 移 動 方 向 と 直 角 な 刃 部 ５ ａ が 形 成 さ れ て い て 、 そ  
の 幅 は 、 角 質 削 り 具 １ を 形 成 す る 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 幅 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 掘  
り 起 こ し 工 具 ５ は 、 金 属 材 １ の 一 方 面 に 対 し て 後 端 側 が 高 く な る よ う に 所 定 の 角 度 θ １ で  
傾 斜 さ せ て 図 示 し な い 駆 動 装 置 に 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 傾 斜 角 度 θ １ は 、 概 ね １ ０ 度 か ら  
６ ０ 度 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 摺 接 面 ５ ｂ と 移 動 方 向 と の 角 度 θ ２ は 、  
概 ね ３ ０ 度 か ら ８ ０ 度 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 刃 部 ５ ａ を 金 属 板 ２ の 順 方 向 突 堤  
刃 ３ ａ を 形 成 す る 位 置 に 当 接 さ せ た 後 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ を 駆 動 装 置 に よ り 所 定 の 角 度 θ  
１ で 矢 示 の 方 向 で 金 属 板 ２ に 侵 入 さ せ る と 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 刃 部 ５ ａ が 金 属 板 ２ の 一  
方 面 に 食 い 込 む こ と に よ り 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ が 起 立 形 成 さ れ る 。 こ の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ  
の 高 さ Ｈ １ は 、 ０ ． １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ５ ｍ ｍ 程 度 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 い で 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ を 原 点 位 置 ま で 復 帰 さ せ る と と も に 、 次 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ  
を 起 立 形 成 す る 位 置 ま で 金 属 板 ２ を 前 進 さ せ 、 そ の 位 置 に 掘 り 起 こ し 工 具 ５ を 当 接 さ せ た  
後 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ を 駆 動 装 置 に よ り 所 定 の 角 度 θ １ で 矢 示  
の 方 向 で 金 属 板 ２ に 挿 入 さ せ る と 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 刃 部 ５ ａ が 金 属 板 ２ の 一 方 面 に 食  
い 込 む こ と に よ り 、 図 ４ （ Ａ ） に よ っ て 形 成 さ れ た 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ よ り も 離 間 し た 位 置  
に 、 次 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ｂ が 起 立 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 形 成 さ れ る ２ つ の 順 方 向 突 堤 刃  
３ ｂ は 、 概 ね ３ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 の 等 間 隔 と す る 。 以 後 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 原 点 復 帰  
と 金 属 板 ２ の 前 進 を 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ を 形 成 す べ き 長 さ に 達 す る ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 後 、 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ が 起 立 形 成 し た 金 属 板 ２ を １ ８ ０ 度 反 転 す る 。 そ し て  
、 上 述 し た 工 程 に よ っ て 形 成 さ れ た 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 間 に 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、  
逆 方 向 の 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ を 起 立 形 成 す る 。 こ の 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ の 起 立 形 成 の 工 程 は 、 前 述  
し た 図 ４ （ Ａ ） （ Ｂ ） に よ る 工 程 と 同 様 で あ る が 、 前 述 し た 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ と 異 な る 点  
は 、 高 さ と 向 き で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 す な わ ち 、 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ を 起 立 形 成 す る 位 置 に 掘 り 起 こ し 工 具 ５ を 当 接 さ せ た 後 、 図  
４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ を 駆 動 装 置 に よ り 所 定 の 角 度 θ １ で 矢 示 の 方 向  
で 金 属 板 ２ に 挿 入 さ せ る と 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 刃 部 ５ ａ が 金 属 板 ２ の 表 面 に 食 い 込 ま せ  
る こ と に よ り 、 図 ４ （ Ａ ） に よ っ て 形 成 さ れ た 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 間 に 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ が  
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起 立 形 成 さ れ る 。 こ の 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ は 、 金 属 板 ２ 表 面 か ら 概 ね ０ ． １ ｍ ｍ 乃 至 ０ ． ４ ｍ  
ｍ の 所 定 の 高 さ Ｈ ２ に 形 成 さ れ る 、 ま た 、 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ の 先 端 の 向 き は 、 順 方 向 突 堤 刃  
３ ａ と 反 対 の 方 向 に 向 い て い る 。 以 後 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 原 点 復 帰 と 金 属 板 ２ の 前 進 を  
、 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ を 形 成 す べ き 長 さ に 達 す る ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の よ う に 形 成 さ れ た 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ と 、 向 き の 異 な る 複 数 の 小 寸 突 堤 刃 ３  
ｂ は 、 各 々 の 断 面 が 略 鋸 歯 状 に 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 図 示 の よ う に 、 金 属 板 ２ の 表 面 に 対  
し て 、 掘 り 起 こ し 工 具 ５ の 摺 接 面 ５ ｂ に 摺 接 し た 側 面 の 傾 斜 角 度 が 鈍 角 に 形 成 さ れ 、 他 方  
の 側 面 の 傾 斜 角 度 が 鋭 角 に 形 成 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 角 質 削 り 具 １ を 使 用 す る と き は 、 荒 削 り と 仕 上 げ 削 り の ２ 通 り の 使 い 方 が 可 能 で あ  
る 。 例 え ば 、 人 の 踵 ６ に 生 じ た 角 質 が 大 き い 場 合 に は 、 ま ず 、 荒 削 り と し て 使 用 す る 。 こ  
の 場 合 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 踵 ６ に 角 質 削 り 具 １ を 押 し 当 て 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の  
先 端 側 が 矢 示 の 進 行 方 向 と な る よ う に 移 動 す る 。 こ の と き 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 先 端 が 鋭  
角 に 形 成 さ れ て い る の で 、 踵 ６ に 角 質 に 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 先 端 が 食 い 込 む こ と よ り 大 き  
く 削 り と る こ と が で き る 。 角 質 削 り 具 １ の 位 置 を 変 え な が ら 移 動 す る こ と に よ り 、 踵 ６ の  
角 質 が 徐 々 に 削 り 取 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 荒 削 り が 終 了 し た 後 、 又 は 、 踵 ６ の 角 質 が 少 な い 場 合 に は 、 仕 上 げ 削 り を 行 う 。 仕 上 げ  
削 り は 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 踵 ６ に 角 質 削 り 具 １ を 軽 く 押 し 当 て 、 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ  
の 先 端 側 が 矢 示 の 進 行 方 向 と な る よ う に 移 動 す る 。 こ の と き 、 小 寸 突 堤 刃 ３ ｂ の 高 さ が 小  
さ い の で 、 踵 ６ の 角 質 に 食 い 込 む 量 が 小 さ い の で 、 角 質 の 削 り 量 が 少 な い こ と か ら 仕 上 げ  
削 り が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 仕 上 げ 削 り を 行 っ て い る と き 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 先 端 が  
逆 方 向 を 向 い て い る の で 、 踵 ６ に 押 し 当 て て 移 動 し て も 、 先 端 を 滑 る だ け で 角 質 を 削 り 取  
る こ と は な い 。 従 っ て 、 ビ ビ リ 現 象 も 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 角 質 削 り 具 １ の 他 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 図 ６ （ Ａ ） は 、 金 属 板  
２ の 表 面 に 起 立 形 成 し た 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の 間 に 、 先 端 の 向 き を 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ  
と 反 対 の 方 向 に 向 け た 逆 方 向 突 堤 刃 ３ ｃ を 突 出 形 成 し た 例 を 示 し て い る 。 こ の よ う に 、 順  
方 向 突 堤 刃 ３ ａ と 逆 方 向 突 堤 刃 ３ ｃ を 突 出 形 成 し た 角 質 削 り 具 １ を 使 用 し て 、 図 ５ に 示 し  
た 人 の 踵 ６ に 生 じ た 角 質 を 削 り 取 る と き は 、 踵 ６ に 角 質 削 り 具 １ を 押 し 当 て 、 順 方 向 突 堤  
刃 ３ ａ の 先 端 側 が 進 行 方 向 と な る よ う に 移 動 す る こ と に よ り 角 質 が 削 り 取 ら れ る 。 そ の 後  
、 角 質 削 り 具 １ を 踵 ６ に 押 し 当 て た 状 態 で 、 角 質 削 り 具 １ を 逆 方 向 に 移 動 す る こ と に よ り  
、 逆 方 向 突 堤 刃 ３ ｃ に よ っ て 角 質 が 削 り 取 ら れ る 。 こ の よ う に 、 角 質 削 り 具 １ を 往 復 さ せ  
る こ と に よ り 、 踵 ６ の 角 質 を 効 率 良 く 削 り 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） は 、 金 属 板 ２ の 表 面 に 、 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ を 起 立 形 成 し た 例 を 示 し て  
い る 。 こ の よ う に 、 同 じ 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ を 複 数 形 成 し た 角 質 削 り 具 １ を 使 用 し て 、 人 の  
踵 ６ に 生 じ た 角 質 を 削 り 取 る と き は 、 踵 ６ に 角 質 削 り 具 １ を 押 し 当 て 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ  
の 先 端 側 が 進 行 方 向 と な る よ う に 移 動 す る こ と に よ り 角 質 が 削 り 取 ら れ る 。 そ の 後 、 角 質  
削 り 具 １ を 引 き 戻 し 、 再 び 角 質 削 り 具 １ を 踵 ６ に 押 し 当 て て 移 動 す る こ と に よ り 、 角 質 を  
削 り 取 る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ の み を 起 立 形 成 し た 場 合 に  
は 、 角 質 削 り 具 １ を 押 し 当 て た 状 態 で 引 き 戻 し て も 、 順 方 向 突 堤 刃 ３ ａ が 角 質 を 滑 り な が  
ら 乗 り 越 え る の で 、 ビ ビ リ 現 象 が 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 本 発 明 は 、 こ れ ら 実 施 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 本 発 明 を 逸 脱 し な い 範 囲 に  
お い て 種 々 変 更 で き る 。 前 述 し た 実 施 例 に お い て は 、 金 属 板 の 表 面 に 、 複 数 の 突 堤 刃 を 等  
間 隔 に 突 出 形 成 し た 例 を 示 し た が 、 角 質 削 り 具 の 使 い 勝 手 に 応 じ て 、 部 分 的 に 不 等 間 隔 に  
形 成 し て も 良 い 。 ま た 、 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 の 間 に は 、 複 数 の 小 寸 突 堤 刃 を 起 立 形 成 し て  
も 良 い 。 さ ら に 、 複 数 の 突 堤 刃 は 、 角 質 削 り 具 の 長 手 方 向 に 対 し て 所 定 の 角 度 に 形 成 し て  
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も 良 い 。 ま た 、 複 数 の 順 方 向 突 堤 刃 と 複 数 の 小 寸 突 堤 刃 は 、 部 分 的 に 異 な る 高 さ と な る よ  
う に 形 成 し て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１     角 質 削 り 具
２     金 属 板
３     突 堤 刃
３ ａ   順 方 向 突 堤 刃
３ ｂ   小 寸 突 堤 刃
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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